
 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 2014 年度本科通信講座（4 クラス編成）の修了認定を行い、各クラスの成績上位 10％以

内の 37 名を成績優秀者として表彰した（成績優秀者は後掲）。2014 年度本科通信講座の終

了時の登録者数は 490 名、修了者数は 369 名で修了率は 75.3%であった。 

本科通信講座は、損害保険の基本的・体系的な知識の習得を目的としており、通信課題 8

科目とスクーリングで構成されている。 

 最終カリキュラムであるスクーリングは、今年 7 月～8月に東京の損保会館にて、各クラ

ス二日半の日程で実施され、全国から計 486 名が参加した。 

 この集合研修では通信科目 5 科目の講義と試験の他に、特別講義「コンプライアンス」（中

央大学法科大学院 野村修也教授）、「損害保険の誕生とその可能性」（早稲田大学商学学術

院 中出哲教授）、「変わる日本の企業・経済・社会～価値共創と 2つのコード」（法政大学

人間環境学部 長谷川直哉教授）、「損保業界の現状と課題」（一般社団法人 日本損害保険

協会常務理事 深田一政氏）やワークショップを実施した。 

ワークショップは、慶應義塾大学システムデザイン・マネジメント研究科の講師陣を招

き、「システム思考×デザイン思考でイノベーティブに考える」をテーマに約 4時間にわた

る受講生同士のグループワークを通して闊達な討議や意見交換を行った。 

一方、通信課題では新たに 3 科目に Web テストを導入した。オンライン上での学習ニー

ズは年々高まっており、受講生にも好評だった。 

本年度は修了要件を見直し、従来は 50 点未満の科目がある場合も規定科目数以内であれ

ば合格としていたが、「通信科目 8科目については全て合格ラインが 50 点以上であること」

に変更した。これは、一定レベルの知識を確実に習得したことを保証することを厳格に求

める要望に応えたものである。 

更に、各クラスの成績上位 10％の成績優秀者のうち上位 3 名を対象に「本科特別成績優

秀賞」を新設し、今年度は 4 クラス合計 12 名が受賞した。 

この特別成績優秀賞の表彰式は、来たる 2016 年 1 月 18 日（月）に東京の御茶ノ水の山

の上ホテルにて開催し、同時に昼食会と情報交換会も行う。 

 

 

 

 

Nｏ.１５－９（１）                             2015 年 11 月 12 日 

公益財団法人 損害保険事業総合研究所 

2014 年度本科通信講座の成績優秀者を表彰 



 昨年夏の開講からスクーリングまでの全カリキュラムの振り返りのアンケートでは、 

・「ボリュームのある内容だったが、やりがいがあり、終了後の達成感は自信につながった。」 

・「将来自分がどのような形の損保業務に携わるかわからないので、今の業務との関係性に

関わらず、どの分野であっても積極的に取組み、将来の自分に投資しようという思いが

強くなった。これから受講する方にも、若いうちに本科通信講座に取り組むことの意義

をしっかりと理解し、日々の業務をより質の高い経験にしていってほしいと思う。」 

・「保険のプロなら必ず分かっていなければならない部分、それを再度認識し、成長させて

くれるのが本講座だと思った。問題意識を持たず、ただこなすには、あまりにもったい

ない内容で、意識して取り組めば取り組むほど、その効果が 1 年後プロとしての差とな

ってあらわれてくると感じた。」 

・「様々な会社や立場の方が参加するスクーリングのワークショップや懇親会では、人によ

り異なる観点でのものの考え方や発想の仕方に触れることができて非常に興味深かっ

た。」 

・「スクーリングの特別講義をきっかけに、損保はおもしろい、国内損保はまだまだ発展し

ていける、と思うことができ、今後の業務に前向きに取り組み、少しずつでも活かした

いと思った。」 

・「グローバルスタンダードの観点から日本の損害保険市場の可能性を説明して頂き、損保 

の将来を考えるようになれた。」 

 等の声があった。 

 

本科通信講座の修了およびその学習効果は、本人の努力もさることながら受講生を送り

だす職場の上司が部下の受講に関心を持ち、励ますことが大切であり、損保総研から受講

各社にもこの重要性を継続的に伝えて受講環境の改善を働きかけている。 

 

 損保総研は、本科通信講座がより充実した内容をご提供できるよう、受講各社人事とも

情報交換を行い、学習効果の向上に努めていく。 

 

 

【2014 年度本科通信講座の受講スケジュールおよび受講科目】 

クラス レポート指導期間 スクーリング 

Ａ 2014 年 7 月～2015 年 5 月 2015 年 7 月  8 日～10 日 

Ｂ 2014 年 7 月～2015 年 5 月 2015 年 7 月 22 日～24 日 

Ｃ 2014 年 8 月～2015 年 6 月 2015 年 8 月  5 日～ 7 日 

Ｄ 2014 年 8 月～2015 年 6 月 2015 年 8 月 24 日～26 日 

 

 

 

 



通信科目：保険総論、損害保険市場論、保険契約法、保険業法、リスクマネジメント、 

再保険論、事故対応実務の基礎、海上保険論 

スクーリング試験科目：金融の基礎知識、火災保険論、自動車保険論、新種保険論、 

損害保険会計 

         

スクーリング特別講義：「コンプライアンス」、「損害保険の誕生とその可能性」、「変わる日 

           本の企業・経済・社会～価値共創と 2 つのコード」、「損保業界の

現状と課題」 

 

 

 

 

 

 

この資料は、保険関係業界紙各社へ同時に配布しております。 

本件に関するお問い合わせ先 

〒101-8335 千代田区神田淡路町 2-9 

公益財団法人 損害保険事業総合研究所 

教育研修部 田中 敬子 TEL 03-3255-5512 


